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研究成果概要 

スーパーカミオカンデ検出器において観測される宇宙線ミューオンの崩壊電子データ

を解析することで、宇宙線ミューオンの電荷比と偏極を測定した。また、電荷比と偏極

の情報を用いて、大気でのミューオンの起源となるパイオンとケイオンの生成比に関す

る研究を実施した。 

本年度は、電荷比に関する解析結果を公表した。下図は、スーパーカミオカンデ実験

(SK-IV, 2008-2018)の観測データから得た電荷比の年次変化である。過去のカミオカン

デ実験での測定結果と誤算の範囲で一致することを示した。現在、この内容に関する学

術論文を準備中である。 
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